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はしがき 
現代の世界が抱える紛争、危機の多くは、「人種」や「民族」、「エスニシティー」等、人々の帰属のあ
り方、アイデンティティーの問題に起因するものとして説明されることが多い。近年の研究は、しかし
ながら、「人種」が決して自明のものではなく、基本的には近代以降のコロニアルな世界秩序のなかで創
り出されてきたものであること、アイデンティティー形成の過程は孤立したものではあり得ず、必ずそ
れを取り巻く「国家」、あるいは「帝国」の権力構造のコンテクストに位置づけて分析されねばならない
ことを明らかにしている。本報告集には、このような問題意識から、「人種」や「民族」、アイデンティ
ティーや（それと表裏一体の関係にある）他者認識の問題を、「帝国」秩序、あるいは「国際社会」の権
力構造のなかで捉えようとする論考が並んだ。 
巻頭論文「オランダとスリナム系移民」（水島治郎）は、現代ヨーロッパにおける都市と移民の問題を、
植民地帝国としての過去を持つオランダを舞台に論じている。現在はもっぱら「都市問題」として認識
されるスリナム系移民の問題が、その淵源に横たわる植民地支配や奴隷制の展開、独立運動やその後の
政治過程にも立ち返る形で構造的に分析される。 
つづく「モリスコ研究におけるアルハミーア文献の重要性」（押尾高志）は、イベリア半島を舞台に、
「モリスコ」（＝レコンキスタ後、スペイン王権によって強制改宗させられたムスリム住民）のアイデン
ティティーの構造を論じ、この問題を分析する際に「アルハミーア」史料（アラビア文字でカスティー
リャ語を記したもの）が持つ重要性を指摘する。「生成する「部族」の記憶」（栗田禎子）は、19 世紀末
にスーダンで起きたマフディー運動において特に（南部・西部等の）「周辺的」諸地域が果たした役割が
現在の同国ではどのように「記憶」され、言説化されているかを検討し、その背後にイギリス植民地支
配下での政策や現バシール政権下での社会の変容を読みとろうとするノートである。 
「第一次大戦期英国におけるユダヤ教徒の「人種化」の過程について」（武田祥英）は、英国における
ユダヤ教徒が「人種」として捉えられるようになっていく過程（＝それはとりもなおさず「シオニズム」
の進展、現在のパレスチナ問題の淵源でもある）を、戦時下のイギリスの国内政策、特に 1916年兵役法
や、移民外国人からの募兵問題と関連づけ、また（従来むしろシオニズムには批判的な立場で知られた
人物の思想の変遷に焦点を当てる形で）論じている。「ホロコーストの「アメリカ化」という現象」（加
藤幸実）は、元来ドイツで起きたホロコーストの「記憶」が、合衆国において、博物館・大衆文化・教
育等を通じ、「アメリカ化」されるという興味深い現象を分析している。こういった現象が生じる背後に
はおそらく、ユダヤ系アメリカ人という集団の問題だけではなく、アメリカという国家自体が現在の国
際秩序の中で占める位置の問題（「帝国」アメリカ）も関係しているであろう。 
巻末の「日本におけるトルコ関係文献（1910～1939）」（清水建）は、20 世紀初頭の日本におけるトル
コ関係の文献を体系的・網羅的に調査した文献一覧である。「帝国」日本が、トルコ、あるいは中東全般
に対し、どのような関心を持ち、まなざしを向けていたかを考える上で、今後のすべての研究の基礎と
なる貴重な作業と言える。今回は文献一覧のみの掲載であるが、これを踏まえての分析・検討はまた機
会を改めて発表されることになると思う。 
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